
相続（２０２５年１０月９日掲載）

単純承認、相続放棄、限定承認

【質問】

　父親が１カ月前に亡くなりました。父親の財産は不動産や預金がかなりあるので

すが、その一方で生前に個人事業もしていたので、借金も相当あるようです。この

場合、相続人である私が父親の財産を相続すると、借金はどうなりますか？　遺産

と借金がどれくらいあるかわからない場合、どうすればよいですか。

　

【回答】　　　　　　　　　　　　　　　　　

　相続人が特別の条件なく遺産を相続することを単純承認と言います。単純承認を

すると、資産を受け継ぐことになりますが、同時に負債も受け継ぐことになります

ので、借金が多い場合、相続した資産を超えて返済しなければならないことになり

ます。

　このような場合に考えることになるのが、相続放棄と限定承認です。

　相続放棄は、自分が相続人ではなかったことになる手続きです。これによって負

債を免れることはできますが、同時に資産も全て手放すことになります。

　これに対し、限定承認は、負債を全部支払ってしまった後、資産が残っていれば

その資産を取得でき、他方、資産を全て処分しても負債が残っていれば、その負債

は支払わなくてもよいという手続きです。また、自宅や大事な形見などの資産が

あった場合に、相続人が優先的にそれを買い取って手元に残すこともできます。こ

のように非常に便利な手続きですが、相続人全員で限定承認しなければならず、ま

た、負債を支払う際にも優先順位や公平な支払い方法などのルールがあり、非常に

専門的な手続きをとる必要があります。

　相続放棄、限定承認はどちらも、相続を知った時から３カ月以内に裁判所に申述

する必要がありますが、資産を処分したり負債を支払ったりしてしまうと、単純承

認したとみなされて相続放棄、限定承認が認められなくなってしまう可能性があり

ます。

　このように、相続時にとりうる方法は複数あり、また、相続する債権債務の状況

をすぐに調べられない場合は申述期間の伸長手続きをとることができる場合もあり

ますので、相続に悩まれましたら、できるだけ早く弁護士にご相談ください。

（弁護士　上岡勇介）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　


